
統合漢字に申請された「殷周金文集成引得」図形文字の調査

鈴 木 俊 哉†1

昨年、7年間の作業を経た CJK統合漢字拡張 Cが ISO/IEC 10646:2003の Amd.
5として正式に発表された。拡張 Cははじめて原規格分離を適用せずに整理された漢
字集合である。拡張 Cへの中華人民共和国からの申請は辞典類から収集された漢字が
大半である。本発表では、その中で最大の収集元である「殷周金文集成引得」に由来
する 1800字程度の図形集合について、典拠を再調査した結果を報告する。拡張 Cの
統合作業中に提出された典拠確認資料を見ると、この収集は「殷周金文集成引得」の
総画索引から、拡張 B までで符号化済みと思われるものを削って選定したと思われ
る。しかし、選定された漢字を本文中で確認すると、総画索引には出現するが、釈文
では使われていないものも少なくないため、それらを全て申請することの妥当性には
疑問がある。また、金石学の分野では「古文字字形表」や「金文編」など過去にいく
つもの字書が出版されているが、「殷周金文集成引得」の特徴の一つに、見出し字の大
半を宋体 (風の図形) にしている点がある。金文字形に対する宋体 (風の図形) が一意
的に定まる、言い換えれば「殷周金文集成引得」で導入された図形文字が (この字書
の外部でも) 金文字形に対する識別子として機能するのであれば、他の金石学の字書
類と整合する筈である。そこで、代表的な金石学字書である「金文編」と「殷周金文
集成引得」の比較を行ない、この結果を報告する。また、これらの結果を踏まえ、「殷
周金文集成引得」典拠情報の今後の管理方法について考察したい。

Investigation on Glyphs collected from ”Index to Collection
of Inscriptions of the Yin-Zhou Period” to submit to CJK
Unified Ideographs

suzuki toshiya†1

After the long efforts during 7 years, finally ISO/IEC 10646:2008 has included
CJK Unified Ideographs Extension C. This is the first Hanzi collection which
is standardized after the expire of the source code separation rule which was
introduced for existing regional character encodings. There are 2 large groups
of the sources: Hanzi for personal names (especially from TCA) and Hanzi for
post-kaisu palaeographic documents (especially from ROK).

In Ext. C, PRC submitted 366 glyphs taken from ”Index to Collections of
the Inscriptions in Yin-Zhou period” (殷周金文集成引得, I2CIYZ). The book is
used to lookup Bronze objects (collected in ”Collections of the Inscriptions in
Yin-Zhou period” (殷周金文集成引得, CIYZ) including a specified Old Hanzi.

Most of 366 glyphs taken from I2CIYZ are suspected to be the glyphs invented
only for the specification of Old Hanzi.

In this report, the submission by PRC and that by UTC are investigated for
their original glyphs based on Bronze or Seal scripts (篆文, Zhuan Wen), and
their original shapes (in references and evidences) and modernized shapes (in
proposal and submission documents) are compared. The unification rules of
CJK Unified Ideographs (ISO/IEC 10646 Annex S) are under revision process,
but the discussion is based on the information interchange by the stabilized
shapes of Hanzi current in use. The glyphs to specify Bronze script shape can
be synthesized by different granurality. In fact, the identification rule by IRG
Old Hanzi group for Oracle Bone script (甲骨文, Jia Gu Wen) is incompatible
with ISO/IEC 10646 Annex S.

1. 背 景

1.1 ISO/IEC 10646における CJK統合漢字
2008年 12月に、ISO/IEC 10646:20031)の 5個目の追補である ISO/IEC 10646:2003/Amd.

5:20082) が正式に公開された。この追補には、2003年に公開された日中韓統合漢字拡張 B

以来、6年ぶりの大きな統合漢字の追加として日中韓統合漢字拡張 Cが含まれている。統
合漢字拡張 Cへの採録作業が開始されたのは 2000年 5月であるので、約 9年間にわたる
長い作業を経た成果である。

1.2 拡張 B以前と拡張 C以降の差異
拡張 Bまでは実際に情報交換に用いられているかどうかはともかく、各国の国内規格で
符号化を完了したものを典拠に各国が申請し?1、それらに対する統合作業を行なった。既に
符号化されているということを重視し、拡張 Bでも原規格分離の原則を適用した。
拡張 C以降では原規格分離の原則は適用されない。これは、仮に拡張 Bまでに含まれて
いない漢字が存在し、それが既に各国で ISO/IEC 10646に先んじて符号化済であるとして
も、その符号化作業は ISO/IEC 10646の発表以降の作業であるから、原規格分離が必要と
なるのは
• 各国の国内規格化作業にミスがあって重複符号化した
• ISO/IEC 10646と相互運用できないような包摂基準で規格化した
という背景しか考えられないからである?2。
実際、最初の拡張 Cへの当初の申請は以下のようにほぼ全て印刷物を典拠とするもので

†1 〒 739-8511 東広島市鏡山 1-4-2 広島大学大学院総合科学研究科
Faculty of Integrated Arts and Science, Hiroshima Univ., Kagamiyama 1-4-2, Higashi-Hiroshima-
shi, 739–8511 Japan

?1 ただし中華人民共和国からの申請には符号化されていない、辞典類を典拠とする漢字が含まれていた。
?2 これは日中韓統合漢字の標準化の合意で、全用字系で原規格分離を適用しないという合意があるわけではない。
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あった3)。例外的に、朝鮮民主主義人民共和国は 2000年から IRGに参加したため4)、符号
化文字集合 KPS 10721-2000のうち拡張 Bまでに符号化できていない 339字が拡張 Cに
対して申請された5),6)。
• 印刷物を典拠とするもの

– 漢語大詞典
– 辞海 (1999年版)?1

– 辞源 (修訂版)

– 現代漢語詞典 (修訂版)

– 新華字典 (1998年版)?2

– 古代漢語詞典 (第 1版)?3

– 人民日報
– 高麗大蔵経
– 明文大字典

• 符号化文字・字形集合を典拠とするもの
– KPS 10721-2000

この後、2001 年には台湾から 18000 字以上、韓国から 23000 字以上7) の漢字が申請さ
れ7)、整理作業がこれまでになく膨大なものとなった8)。特に、申請された漢字が拡張 Bま
でに採録された漢字に統合されるかを記憶に頼って 判別することは殆ど不可能と判断された
ため、漢字入力方式や部首・画数整理によって精査することが合意された9)。しかし、2004

年にはこの精査でも安定化が不十分であると判断され、日本 NBからの提案で申請漢字を
全て IDS分解して機械的に類似字形を拾い出して照合する作業方式に変更され10)、さらに
当初の申請では不要であった用例?4も提出が義務づけられた?5。JIS X 0208:1997や JIS X

0213:2000の制定作業では前提であったものがようやく国際標準の作業にも反映されたと言
える。
しかし、拡張 Cの標準化作業が 8年の長期にわたり、また事後的に用例が必須とされたた
め、正式に公布された拡張 C漢字の典拠は当初の典拠とはかなり異なるものとなっている。
たとえば日本では当初は文字鏡研究会によって選定された 1000文字程度の漢字を申請して

?1 「辭海」の初版は 1936 年に発行されたもので、現在の中華人民共和国で流通しているものは簡化された版であ
る。

?2 新華字典は中華人民共和国成立以降に出版されたもので、簡化はごく初期に完了している。新規に追加した漢字
が申請された。

?3 古典漢籍の用語辞典であるが、簡化表記するために多数の簡体字が新たに造字されている。この造字された簡体
字が申請された。

?4 本稿では IRG の中で言う”source”を典拠、”evidence”を用例と訳す。JIS X 0208:1997, JIS X 0213:2000
の標準化作業においては、漢和辞典に記載があることは、典拠にはなるが、用例とは認めず、区別している。IRG
の場合、各国の採録申請書を source と呼び、各国がどこからその漢字をひいてきたかを evidence と呼ぶ。

?5 また、日本 NB から申請漢字に 5%以上の重複や字形デザインミスが見つかった申請は拡張 C1 から拡張 D へ
延期することも提案も為されたが、これは合意されなかった9)。
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図 1 日中韓統合漢字の拡張履歴

いたが、図 2に示すように後に電子政府用の人名・地名漢字が追加された。また、典拠用例
確認は文字鏡とは独立に行なわれたため、字形が文字鏡漢字から変更されたものも多い。
日中韓統合漢字の拡張 Cまでの履歴を図 1に示した。拡張 Cに採録された漢字のうち、

「殷周金文集成引得」を典拠とするものは 366字あるが、これの用例確認は Amd. 5の投票
に間に合わなかったため、図 3に示すように、実際には典拠に無いものも含まれている。

1.3 字典を典拠とする漢字の申請
典拠・用例の不明なものを除外するという方針は、JIS漢字策定作業の教訓が国際標準に
反映された成果と言える。しかし、JIS X 0213策定で意識されたような、この漢字集合は
何を表現できるのか (何を表現するために何文字追加する必要があるのか)を明確にすべき
であるという考え方は、まだ統合漢字の標準化では十分に浸透しているとは言い難い。JIS

漢字に対してしばしば為される批判・要望の一つに、何らかの漢和辞典に含まれる漢字を全
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図 2 拡張 C に申請された日本漢字の採録経過

て (相互に区別できるように)符号化してほしいというものがある。このような要望に対し
ては、漢和辞典は、既存の漢和辞典に含まれる難字・奇字は採録するものの、実際に地名・
人名に用いられる漢字は漏れたままであるという反論があり11)、JIS 漢字の選定において
字典の漢字を全て採録するという方針は今まで採られたことはない。
統合漢字拡張 Bで既存の符号化文字集合からの採録が一段落したせいもあり、最近の申
請では「ある字典に含まれる漢字を全て符号化する」という方針が目立っている。もとも
と、字喃 (ベトナム申請)や方塊壮字12)(中国申請)など歴史的な漢字については、まず字典
を選定し、その字典に含まれる漢字が全て符号化できるよう申請するという手法がとられて
いた。字喃や方塊壮字のようにもはや新たな造字がないと見られる場合は、原資料を直接あ
たらずに字典を典拠とすることの弊害は小さいと期待できる。
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図 3 ISO/IEC 10646:2003/Amd.5:2008 の拡張 C 領域冒頭と、U+2A701 の典拠確認結果?)。

一方、汎用的な字典を典拠・用例として採録申請しているものの、その字典の全ての見出
し字を符号化するための申請なのか、使用頻度等によって絞り込んだ上での申請なのか、不
明なものも多い。たとえば、拡張 Bには、中国からの申請で康煕字典、辞海、漢語大字典
などを典拠にして 3万字近い漢字が申請されたが、拡張 Cにもこれらの字典をもとに採録
申請されており、これらの字典の全ての漢字が符号化されたのかどうか、また、符号化され
ていない漢字があるとすれば今後申請されるのか、不明なままである?1。
中国の場合、当初は字典類から採取された簡体字が大半を占めていたが正式公布された拡
張 C漢字で最も多いのは「殷周金文集成引得」で用いられている金文由来の漢字 366字で
ある。しかし、これを典拠として申請された漢字は拡張 Cまでで全て符号化されたわけで
はなく、拡張 Eに積み残しとなっているものが 1400字程度残っており、これで殷周金文集
成引得の見出し字を全て符号化できるのかどうかも明らかでない。

2. 殷周金文集成引得の性格

「殷周金文集成引得」は、金文が鋳込まれている殷周青銅器の拓本の集成資料「殷周金文
集成」に対する目録である。「殷周金文集成」の編纂作業とは独立に書かれていることには
注意しなければならない。
「殷周金文集成」は基本的には拓本のみであり、金文が必ずしも判読し易い状態ではな
く、また、その金文に対する釈文?2も記載されていない。そのため、漢字の用例などを探す

?1 Unicode Technical Committee が整備している Unihan データベースでは、拡張 B に含まれる康煕字典に
ついては管理番号が振られていない。

?2 古文書を読み易い文字に換字したり、文体を書き換えたもの。漢文の訓読文なども釈文である。金石学では一般
に文字単位の換字を行ない、文体の書き換えまでは行なわない。
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ことは難しく、この解決方法として「殷周金文集成引得」が書かれた。
金文を対象とする字書は「殷周金文集成引得」が最初ではなく、金石学の分野では過去に
様々な字書が編纂されている。
• 説文古籀補13) 呉大徴 (1883): 金文から石鼓文までを対象とする。
• 説文古籀補補14) 丁佛言 (1924):金文から石鼓文までを対象とする。
• 金文編15) 容康 (1925): 金文を対象とする。
• 説文古籀三補16) 強運開 (1933): 金文から石鼓文までを対象とする。
• 古文字類編17) 高明 (1980): 甲骨文から石鼓文までを対象とする。
• 漢語古文字字形表18) 徐中舒 (1981): 甲骨文から三国時代石経までを対象とする。
これらの伝統的な金石学字書と、近年発行されている「殷周金文集成引得」「金文集成」な
どには見出しの立て方や釈文の示し方に大きな違いが見られる。伝統的な金石学字書はまず
説文解字による分類を引き写した上で、見出し字の説文小篆に対応する金文字形を列挙し、
その拓本の出所を示す形式をとり、釈文は必ずしも示さない?1。これに対し、「殷周金文集
成引得」では数文字の拓本であっても全て釈文を示し、見出し字は説文小篆も含めほとんど
を宋体?2 (全見出し字 4972個に対し、金文図形のまま示すものは 280個程度)に換字して
いる。ただし、部首の立て方は説文に倣っており、康煕字典のような純粋な画数順にはなっ
ていない。
次章で現代の字書の整理方法が金文の整理にそのまま適用できない問題点をまとめ、伝統
的な金石学字書と、殷周金文集成引得の違いを整理する。

3. 金文字形の整理

金文の収集対象となる青銅器は BC1300頃 (殷中期)∼BC771(西周)と長期間にわたるた
め、この間の字形変化は無視できない?3。また説文解字が書かれるまで (AD100)にも 900

年近い時間差があるため?4、殷周金文集成引得の見出し項目数 (4972項)は説文解字の見出
し字 (9353字)の半分程度であるが、説文に見えない漢字も多数含まれる?5。

?1 金石学では説文に見えない文字も多数存在するので、それらを強引に小篆に対応づけるか、説文に無い見出し字
を立てるかには様々な方法がとられる。大きな流れとして、古くは説文への附属書という体裁をとるため小篆へ
の対応づけが行なわれていたが、近年では説文とは独立なものとして編纂するため新たに見出し字を立てるもの
が増えている。

?2 中国での日本の明朝体に相当する書体名で、日本で言う宋朝体とは異なる。現在の書体デザインは現代通用漢字
字体表などによって規定されている。

?3 春秋戦国時代以降は陶器や簡帛の古漢字資料が増えるため、青銅器の字形が代表的なものとは言えなくなるが、
漢代の貨幣までを金文に含める考え方もある。

?4 福田19) は、金文字形と説文解字の籀文字形を比較し、説文の示す籀文は金文と同一または近似していると指摘
しているが、比較に用いた金文資料が既に説文字形との対応付けが行なわれた金文編20) であるので、近似して
いるのは当然と言える。

?5 篆文になる前に使われなくなった文字と解釈され佚字などと呼ばれるが、小篆を経由せずに隷変したものは説文
解字が無視している可能性も否定できない。

図 4 金文編21) が「政」に分類した金文字形群

さて、現在使われる漢字字形は、漢代から唐代にかけて筆写体の書写能率を向上させるた
めに筆画や字形が一度整理された隷書・楷書に基いている。現在の活字字形も楷書により整
理された構造に大きな影響を受けており、字典の漢字分類もこれに強く依存している。同時
に、漢字利用者が注目する図形的特徴もこの整理後の字形に最適化されている。金文はこの
整理以前の文字であるから、字書を編纂する際に以下のような問題を考慮しなければなら
ない。
• 画数の安定性
金文字形では、まだ線画整理が不十分なため、金石学での漢字同定では画数や線の断続
をそれほど重視しない。そのため、宋体風の図形で見出し字を作り金文字形を指示し
ようとすれば伝統的な金石学字書よりも指示範囲が狭くなってしまう。たとえば、金文
編21) が「政」に分類した金文字形を図 4に示すが、扁部を「正」で代表させて良いか
どうかは自明ではない。

• 構成要素の増減
金文は部首としての整理が発展する段階の文字であるため、字形を構成する図形要素の
何を省略するかはまだ安定していない。また、必ずしも古い字形が複雑で新しい字形が
簡略化されているとも限らない。画数の場合と同様に、伝統的な金石学字書では見出し
字が指示する図形的な範囲について、構成要素の増減をある程度許している。図 4に示
すように、小篆字形には無い構成要素を含む金文字形も同一字と整理する場合が少なく
ない。しかし、活字字形で見出し字を示した場合に、このような対応づけを説文字形の
知識がない利用者が暗黙に行なえるかどうかは疑問がある。

• 部首の相対関係
金文字形では、楷書のような扁旁冠脚への正規化傾向がまだ弱く、構成要素は現代の漢
字に対応づけられるとしても、その相対的な位置関係が現在の組み合わせ方に対応づけ
られないものが多い。このような場合に、金文字形の相対関係を維持した字形で対応づ
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図 5 説文古籀補 (左上)、説文古籀補補 (左中)、説文古籀三補 (左下)、漢語古文字字形表 (右) の見出し

けるべきか、現在の部首の組み合わせ方に倣うべきかは自明でない?1。
3.1 伝統的な金文字書の見出し字の立て方
伝統的な金文字書では、説文解字が示す小篆・籀文・古文によって見出しを立て、対応づ
けられるものが説文に見えない場合のみ楷書で立てるものが多い。ただし、文字の同定がで
きないものは無理に見出し字を立てず青銅器の字形のみを示す。
説文古籀補では総見出し 1410項のうち、118項が楷書見出しである。また、同定不能で
見出し字を立てなかった附録は 536項ある。説文古籀補補では総見出し 1337項を全て説文
字形で示し、楷書見出し字はない。見出し字を立てなかった附録は 397項である。説文古
籀三補では総見出し 1346項のうち、153項が楷書見出しであり、見出し字を立てなかった
附録は 289項である。
これらは説文解字の追補としての体裁を取っているので、見出し字を説文字形に倣うのは
当然であるが、甲骨文 ∼石鼓文を含め 1980年代に出版された漢語古文字字形表18) でも依
然として見出し字は説文字形を基本とし、これに見えないもののみを楷書で示している?2。

?1 JIS X 0208:1997, JIS X 0213:2004 では部首の相対関係による字形差は包摂範囲内としているが、ISO/IEC
10646 Annex S ではこれを区別する。

?2 この楷書見出しに用いられる文字の出所について、説文古籀補、説文古籀三補は明らかにしていないが、漢語古
文字字形表は字書に見えるものを用いている。

図 6 金文編の改訂の際に削除された楷書見出し。1959 年版 (左) で独立した項 (0714) を立てていた金文が、
1985 年版 (右) では「京」(0880) の異体字として従属している。

金文編21) も同様に説文字形によって見出し字をたて、同定はできるが説文に無いものを
楷書で示し、同定できないものを附録に回している。金文編はこれまでに二度改訂され 1959

年版では総見出し 1894項のうち 359項が楷書で示され、見出し字の無い附録は 1200項で
ある?3。1985年版では総見出し 2420項のうち 620項が楷書で示され、見出し字の無い附
録は 1351項である?4。一見すると、新たに発見された金文資料を追加したことによって小
篆・楷書とも見出し字が追加されたように見えるが、図 6に示すように 1959年版に存在す
るが 1985年版で削除された見出し字もある。

3.2 殷周金文集成引得の見出し字の立て方
一般の字書と同様に一項目には見出し字一個を示す伝統的な金石学字書と異なり、殷周金
文集成引得では一項目に対して複数の見出し字を示すという構成をとる。字形が類似し、同
義と見られる文字群に対して項目を立て、その字形範囲を示すために見出し字を列挙すると
いう考え方である。その結果、総画索引の文字数は 5780字なのに対し、項目数は 4972項
と見出し字より少なくなっている。項目によっては釈文数より見出し字の数が多い場合もあ
る?5。上で述べた、線画の増減、構成図形の増減、部首の相対関係といった問題に対し、複
数の見出し字によって解決を計ったと言える。これらの例を図 7 に示す。列挙した見出し
字は金文字形の範囲を想起させるヒントであり、必ずしも各項で排他にはなっていない。ま
た、説文古籀補や金文編では同定ができなかったために見出し字を置かなかったものにも見
出し字を立てる。

?3 このうち、漢字というより図形に近いと判断されたものが 562 項。
?4 このうち、図形に近いと判断されたものが 610 項。
?5 ただし、同義字として挙げられているのか、宋体化した場合にありうる図形文字として挙げられているのか明確
でないものも多い。
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(1)

(2)

(3) (4) (5)

図 7 殷周金文集成引得の項目見出し
( 1 ) 一点一画の増減や線画の断続を許している例
( 2 ) 部首の相対関係の違いを許している例
( 3 ) 構成図形の増減を許している例
( 4 ) 見出し字の重複使用を許している例
( 5 ) 金文字形を見出しに用いている例

金文編

殷周金文集成引得

図 8 同一金文に対して金文編と殷周金文集成引得の見出しが異なる例

殷周金文集成引得は巻末に金文編の文字番号との対応表を収録しているが、漢字の同定
は独自に行なっているため、金文編では同一字としているものを別字としたり、あるいは
金文編では別字としているものを同字としたり、見出し字が金文編とは異なるものもある。
図 8には説文小篆と異なる金文字形に対してどのような見出し字を立てるかの違いの例を
示した。

3.3 殷周金文集成引得を典拠とする申請の調査
殷周金文集成引得を典拠として申請された漢字 1852字について、見出し字 1個からなる
項目で用いられるものは 733字であった。このうち、468文字は用例となる釈文が 1例し
か示されておらず、金文 1文字を指示するためだけに造字された図形と言える。次に、複数
の見出し字を列挙する項目について考えると、国際標準への採録の観点からは列挙されて
いる見出し字が本当に必要であるか (釈文に用いられているか)どうかにも注意が必要であ
る。実際に調査すると、図 9に示した 149個は項目見出しに出現するが、その項目の釈文

図 9 拡張 C, D に申請されたもののうち、典拠項の見出しに出現するがその釈文では使用されていない文字の一
覧。各図形の左上に典拠ページ番号-見出し項目番号. 見出し字番号、左下に申請字の管理番号を示した。

で使用されていない。

4. 考 察

一般的な字書における見出し字は、図形文字の同定 (この見出し字と同字と見て良いかど
うか)が判断できることが重視される。伝統的な金文字書では、古漢字の見本字形として広
く通用している説文解字の字形との字形差によって同定されることを期待し、見出し字を
説文字形とした。また、小篆に該当するものが無い場合は、古漢字ではなく楷書によって見
出しを立て、説文に見えないことを明確にするという編纂方針がとられる。現在では古文・
籀文に相当すると思われる古漢字資料が多数存在するが?1、それらを見出し字に採用せず楷

?1 古文・籀文という分類はあくまでも説文の中の分類であって、考古学的な実体に対応づけて良いのかは不明であ
るが、古文は戦国時代の秦以外の国で用いられた古漢字、籀文は戦国時代の秦で用いられた石鼓文に対応づける
ことが多い。
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書の見出しを立てることは、楷書の造字は許されるが、小篆に類似した字形の造字は (それ
が典拠のあるものであっても)忌避されていると考えられる。
前節で整理したように、殷周金文集成引得は伝統的な金石学の字書の形式とは異なり、可
能な限り見出し字を宋体にするべく大量の外字を作成した。この中には、伝統的な金石学の
字書で導入された楷書字形も含まれるが、金文編での楷書見出し字が 600字程度しかない
のに対し、殷周金文集成を典拠に申請された漢字が 1800字を越えることを考えれば、大半
は見出し字を宋体にするために説文小篆や金文から作り直したと考えられる。

ISO/IEC 10646において、甲骨文・金文・篆文等を、漢字と別個に符号化することが合
意されたのが 2003 年であるから22)、これらの漢字が拡張 C へ申請された 2002 年の段階
では、古漢字を指示するためだけの宋体図形を漢字の一群として申請することは現実的な
選択だったと言える。しかし、古漢字を漢字と別個に符号化することが決定した現在では、
これらの宋体図形を漢字の一群として申請することが妥当かどうかは疑問である。

5. まとめ・今後の課題

ISO/IEC 10646の漢字領域拡張の動向として、既存の符号化文字集合を典拠とした申請
が日中台韓で一段落したため、今後は古文書や印刷物を典拠とした申請に移っていくと考え
られる。JIS漢字の策定では字典を典拠とすることの問題点は認識されているが、ISO/IEC

10646の策定においてはこの認識は広く共有されているとは言い難く、今後も字典を典拠と
する申請は多いと予想される。
この一つの典型として、本稿では、日中韓統合漢字拡張 Cおよび拡張 Dに提案された、

「殷周金文集成引得」に由来する図形文字について調査し、以下のことを明らかにした。
• 申請資料が典拠資料のページ数しか示しておらず、用例確認に漏れが生じている。
• 見出しに見えるが釈文で使用されていないものが 149 字あり、これらについて「殷周
金文集成引得」を用例と言えるか疑問がある。

• 金文字形を指示するために楷書・活字風の図形を導入することは殷周金文集成引得には
じまるものではないが、殷周金文集成引得が導入した図形が既存の金文字書と異なるも
のがあり、漢字として扱える程度に安定した字形と判断できない。

これを解決するためには以下の課題がある。
( 1 ) 金文字形の包摂規準
( 2 ) 前項により定まる図形的な範囲を指示するための宋体字形 (群)

( a ) 既存の金文字書で導入された宋体図形をどうするか
( b ) 金文字形から宋体字形をひくか、宋体字形から金文字形をひくか

( 3 ) 前項の宋体字形が現在の通用漢字の包摂範囲と整合するかどうか
課題 1の解決は、金文の標準符号化と整合性を持つべきである。また、課題 2-aの解決のた
めに金文字書の網羅的な調査が必要で、その調査対象についても金文の標準符号化と矛盾が
生じないようにしなければならない。しかし、本稿執筆時点では古漢字の標準化グループは

甲骨文の標準化を行なっている段階で、金文に対する作業には着手できていない。以上の状
況を考えると、殷周金文集成引得を典拠とする漢字の採録は審議延期の可能性も含めて検討
すべきであろう。
また、一般に字典類を典拠とする申請の問題点として、申請字数が膨大になりがちである
ことが挙げられる。拡張 Bまでに既存の符号化文字集合に含まれているため、今後典拠と
して用いられる字典は巨大なものか、あるいは特殊な用途のものになると予想される。特に
難字・奇字については、他の字典を参照しているだけで実際の用例を欠く字書も少なくない
ため、字書を典拠・用例として良いかどうか判断規準の明確化が必要である。字書しか用例
が無い場合の申請動機としては「ある字典の漢字を全て符号化したい」というものが考えら
れる。標準符号でこのような動機を考慮するとすれば、典拠となる字典が全て符号化できる
ことを規格利用者に明確にすべきである。
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